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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月24日(2012.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サンプルの特性を測定するためのレオメータであって、
　前記サンプルと接触するための接触面を有する可動部と、
　前記サンプルと接触するための接触面を有する固定部と、
　前記可動部と前記固定部との間において、相対的な垂直運動を提供するための垂直アク
チュエータと、
　前記可動部と前記固定部との間において、相対的な回転運動を提供するための回転アク
チュエータと、
　前記垂直アクチュエータに提供された継続的な制御信号の使用を介して前記可動部及び
前記固定部によって前記サンプルに及ぼされる力を制御するために機能するコントローラ
と、
　を備え、
　前記コントローラは、前記垂直アクチュエータを制御するために、及びコンプライアン
ス制御ロジックに基き該レオメータにおけるコンプライアンス誤差を補正するために機能
する
ことを特徴とする、レオメータ。
【請求項２】
　請求項１に記載のレオメータであって、
　前記コントローラは、サンプルに及ぼされる力を検出するための歪みゲージにおけるコ
ンプライアンス誤差を補正するために機能することを特徴とする、レオメータ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のレオメータであって、
　前記コントローラは、前記サンプルの少なくとも１つの特性に生じる変化に対して、適
応制御ロジックに基き制御を適応させるために機能する、
　ことを特徴とする、レオメータ。
【請求項４】
　請求項３に記載のレオメータであって、
　前記コントローラは、前記サンプルの係数に基づいて制御を適応させるために機能する
ことを特徴とする、レオメータ。
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【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載のレオメータであって、
　前記コントローラは、カスタマイズ可能な位置速度プロファイルを含むプログラマブル
アンチワインドアップロジックに基づき、前記可動部と前記固定部との間における最大相
対速度を制限するために機能する、
　ことを特徴とする、レオメータ。
【請求項６】
　請求項５に記載のレオメータであって、
　前記コントローラは、線形プロファイルを生成するために機能することを特徴とする、
レオメータ。
【請求項７】
　請求項５または６に記載のレオメータであって、
　前記コントローラは、指数関数プロファイルを生成するために機能することを特徴とす
る、レオメータ。
【請求項８】
　請求項５から７のいずれか１項に記載のレオメータであって、
　前記コントローラは、サブプロファイルをより大きなプロファイルへ統合するために機
能することを特徴とする、レオメータ。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載のレオメータであって、
　前記コントローラは、慣性補償ロジックに基き、前記可動部の速度が変動する間の慣性
効果に対する力の値を補正するために機能する、
　ことを特徴とする、レオメータ。
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